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Ⓒ岡山県「ももっち」

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果に基づいた、学習指導の改善に向けたポイントを紹介します。

今号では、小学校・中学校理科における設問を取り上げます。

Ⓒ岡山県「うらっち」

中学校 大問７ 粒子を柱とする領域

学習内容と日常（社会）をつなげる！

（４） 砂糖水をこおらせた物は、紅茶に入れるとしずみました。

〈学んだ内容〉
・場の状況や聞き手の興味・関心、情報量を考慮する。
・話す速度や音量、間の取り方に注意する。 など

〔例）中学校国語「スピーチをしよう」

学習内容をより定着させるためには、学習内容と日常（社会）をつなげて探究する場面を設定
することが大切です。授業の導入場面で、身の回りの物事や出来事と学習対象とをつなげてめあ
てを設定したり、振り返りの場面で、学習内容が日常（社会）とどのようにつながっているかを
考えさせたりしましょう。
探究することで、学ぶことの意義や有用性の実感を高め、次の探究につなぐことも大切です。

全国でも岡山県でも正答率が低いことから、自然の事物・現象から気付いたり、問題を
見いだしたりすることや、授業で習ったことを日常生活の事象に関連付けて理解すること
に課題があることが分かります。

小学校 大問２ 粒子を柱とする領域

「状態変化と熱」について、授業で教えて
いるのに、正答率が低いな…。

どうしたら、日常生活の中から気付きや問
題を見いだせるようになるのでしょうか？

授業では、児童に気付いたことを尋ねたり、
予想したりする時間が十分とれなかったかも
しれません。

授業改善のポイント

この単元で学んだ、スピーチをするときの
大切なポイントを日常生活のどんな場面で
生かせそうですか？

（１） （アフリカの乾燥地帯の電気を使わ
ない冷蔵庫のイラスト〔右図〕を見て）

空気が乾燥しているので、染み出し
た水は、すぐに熱をうばって蒸発する
ため、全体が冷えます。

状態変化に関する知識と身近な現象を
関連付けて探究する学習場面を設定すれ
ばよかったかもしれません。

解答例：ほかの水溶液をこおらせた物は、水にしずむのだろうか。 解答：ウ

今度の生徒会選挙の応援
演説で生かせそうだな。

新入生対象の学校紹介
の時も役に立ちそう！


